
１　学習の到達目標等

２　学習の計画
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令和５年度　千葉県立野田中央高等学校　シラバス

教科 芸術 科目 音楽探究 単位数 2 クラス ３学年1、３～８組

音楽の諸活動を通して、生涯にわたり音楽を愛好する心情と音楽文化を尊重する態度を育て
るとともに、感性を磨き、個性豊かな音楽の能力を高める。

オリエンテーショ
ン

My Best Album

音楽基礎知識

各種実技

音楽Ⅲについて

音楽療法
環境音楽学

音楽検定
音楽と関わる仕
事

アンサンブル
または各実技演
奏

授業に対する心構えや評価方法などを確
認します。
この授業で学びたい内容や目標を各自提
示してもらい、そのうえで年間の学習内容を
決め、展開してゆきます。

私たちを取り巻く環境や社会において、生
活の中で音楽がどのように関わっているの
か学習し、まとめます。

一般的な音楽検定のお試し受験をして、自
分の音楽水準の参考にします。
演奏家・ｱｰﾃｨｽﾄ、出版社、ﾌﾟﾛﾀﾞｸｼｮﾝ、作詞
作曲家、著作権管理団体など音楽と関わる
仕事について学びます。

自分（達）の学びたいことについて検討し、
計画～実践まで相談しながら自主的に活動
してもらいます。

アンケート分析
発表内容観察

提出課題分析

模擬受験結果

活動観察

練習の取り組み
状況活動観察

単元名 学習項目 学習内容や学習活動 評価の材料等

教科書 高校生の歌集つどい（啓隆社） 副教材等

My Favorite
Music

各種実技

日本の音楽

世界の民族音楽

鑑賞と楽曲分析
ジャンル学習

アンサンブル
または各実技演
奏

邦楽と和楽器

洋楽や音楽史

自分の好きな音楽・楽曲について調べ、原
曲とともに紹介発表（プレゼンテーション）し
たり、音楽のジャンルについて学びます。

引き続き、または新たに、各々テーマを見つ
け探して実技等の演習に入ります。
※状況に応じて試験や発表会を行うことが
あります。

箏や三味線の実習を通して日本の文化に
親しみます。（楽器調達が不可能な場合は
鑑賞を中心に行います。）

アジア、ヨーロッパ、アフリカ、アメリカ、オセ
アニアの音楽などを鑑賞します。音楽史に
ついても学習します。

発表内容とレ
ポート分析

練習の取り組み
状況活動観察
※実技試験

練習の取り組み
状況活動観察

ワークシート
小テスト等
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３　評価の観点

４　評価の方法

５　担当者からのメッセージ

　　　・音Ⅰ・Ⅱに引き続き「芸術」としての音楽を、更により深く専門的に追究していきます。
　　　・授業では実技と理論を関連づけながら演習と講義をﾊﾞﾗﾝｽよく展開出来たらと思います。
　　　・文字通り“音を楽しむ”ことを目標に、意欲を持って臨み、積極的に参加しましょう。
　　　・常に向上心を忘れず、自分なりに表現して伝えるための努力や工夫を惜しまないこと。
　　　・演奏発表やｸﾞﾙｰﾌﾟﾜｰｸ、ｱﾝｻﾝﾌﾞﾙなど、何事にも果敢にﾁｬﾚﾝｼﾞし体験することが大切です。
　　　・ｺﾝｻｰﾄやﾗｲｳﾞはもちろん、他の芸術も含めた鑑賞など授業以外でも興味を持つことです。
　　　・わからないことがあったり、困ったときなど、遠慮無く質問してください。

　　　・５つの約束を守りましょう。（遅刻・欠席・忘れ物をしない、提出物をきちんと出す、人に迷惑を
　　　　かけない）※授業中に他の生徒の学習を著しく妨げる行為をした場合は評価を大幅に減点します。
　　　・学習用具（筆記用具・ファイル・教材プリント等）は毎時間必ず持参してください。
　　　・授業開始のチャイムが鳴り終わるまでに、音楽室の所定の座席に着席していてください。
　　　・楽器や用具は大切に丁寧に取り扱いましょう。もしも破損や故障した場合等は、速やかに
　　　　申し出てください。

単元名 学習項目 学習内容や学習活動 評価の材料等

卒業演奏会

卒業レポート

ピアノに親しむ
ソルフェージュ
鑑賞および創作

アンサンブル
または各実技演
奏

音楽と自分

号令のピアノ
音階発声練習
参考演奏や編曲

1年間の学習の総仕上げとして、発表会を
実施します。
お客さんを呼び、公開授業にする予定で
す。

これまでの音楽に関係した自己の活動を振
り返り、今後音楽とどう付き合っていくのか
を考えてまとめます。

輪番で開始終了の和音Ⅰ→Ⅴ７→Ⅰを弾く。
読譜聴音等、継続訓練しながら実力を養う。
教材や内容に関連して適宜選び、学習する。

実技試験

提出レポート分
析

状況行動観察
活動観察
提出作品等分析

音楽への関心・意
欲・態度

音楽活動の喜びを味わい、音楽や音楽文化に関心をもち、主体的に音楽表現
や鑑賞の学習に取り組もうとする。

音楽への関心･意欲･態度、音楽表現の創意工夫、音楽表現の技能、鑑賞の能力の４観点から評価規
準に従い、総合的に評価する。

確かな学力を身につけるためのアドバイス

授業を受けるに当たって守って欲しい事項

音楽表現の創意工
夫

音楽を形づくっている要素を知覚し、それらの働きを感受しながら、音楽表現を
工夫し、表現意図をもっている。

音楽表現の技能
創意工夫を生かした音楽表現をするための技能を身に付け、創造的に表してい
る。

鑑賞の能力
音楽を形づくっている要素を知覚し、それらの働きを感受しながら、解釈したり
価値を考えたりして、音楽に対する理解を深め、よさや美しさを創造的に味わっ
ている。


